2012年11月27日

ヨハネによる福音書　第２０章　

～イエスの復活～
レポーター：ｈ

書記：干干
30-31:この福音書の目的

・【観察?】30節に

「この書には書かれていないが、まだ多くのしるしをも～行われた」
とありますが、この章にピックアップされているのはどういう出来事ですか？

31：イエスが神の子であることを人々が信じるため

イエスの御名によりいのちを得るため（信じて救われるため）
・【解釈?】ヨハネの福音書の特徴とは？聖研ガイダンスにて水口先生のおっしゃったことを思い出してみるとよいかと。
・イエスを信じるために書かれた（≠道徳を教えるため。信じる人/信じない人に分けられる）
・イエスの自己紹介が多い　・奇跡を通して神性を示す　・「ユダヤ人」の語が多い　・イエスとの個人対話に詳しい⇒自分に当てはめて！　・愛の福音書
・【適応】今日はイエスの復活を扱っていきます。上記の前提のもと、我々ノンクリスチャンはどのような事を意識して読み進めていきたいですか？

・クリスチャンがどういう気持ちで信仰を持っているのか／復活のクリスチャンにとっての意味とは（自分の場合）
⇒自分は　　　　　　　　　　　　　　　　を意識します／知りたいです。
1-10 空虚な墓、マグダラのマリアの前に現れたイエス
※マグダラのマリヤ：

ルカ8.2によれば、助けてもらってついてきた人。イエスの事を「信じている人」。

⇒上記の「目的」にピターリ。
※亜麻布：海女は朝よりも柔らかく、強靭で上等な繊維。エジプトやオリエントで古くから栽培されていた。着心地の良さから高貴な人々に好まれていた。

金持ちのヨセフは、イエスを葬るために亜麻布を買い求めて、遺体を包んで墓に納めた。

・【観察】この部分の要約をしてみましょう。

朝早く、マリヤがイエスの墓が開いているのを見つけた。

急ぎペテロ含む二人の弟子に知らせ見てみると、亜麻布が綺麗に置かれたまま遺体が無くなっていた。

墓の前で泣き崩れていたマリヤは、二人の御使いに諭され後ろを振り向くとイエスが立っているのを見つけた。初めは認識できなかったが。イエスの「マリヤ」という呼びかけで気づいた。イエスは「これから神の元へ昇る」という伝言を彼女に伝えた。
・【解釈】マリヤやペテロはどのような思いでこれまでイエスに従ってきたと思いますか。
心から信じていた。
・【解釈】マリヤはどのような気持ちで泣いているのでしょうか。
またなぜイエスを認めることができなかったのでしょうか？
・イエスのことで頭がいっぱい。どうにかイエス（の遺体）と再会したい。
・【適応・解釈】あなたが涙を流すのはどのような時ですか？

それをマリヤがイエスを認めることができなかった理由にあてはめられないでしょうか。

自分の感情が抑えられなくなった時。周りは見えていない？
・涙で見えなかった／イエスが復活することが頭から飛んでいた。
・【適応】あなたの人生で、「愛する人」の存在はどのような意味を持ちますか？

・【適応】仮に自分が死ぬとしたら、自分の愛する人にはどのようにあってほしいですか。

イエスも、自分の事に悲しむばかりになるのではなく、
20-29 疑い深いトマスの前に現れたイエス
【観察】この部分を要約してみましょう。
イエスの死後一人でいたトマスは、他の弟子からのイエス復活の知らせを信じられなかった。8日後実際イエスが目の前に現れるが、すぐには信じず、十字架の際に受けたイエスの傷を見て触ることではじめて信じた。
【観察】トマスという人物はどのような特徴を持っていますか。
(参考；ヨハネ11.16　イエスの「死んだラザロのところに行きましょう。そうすればあなた方は信じることになる」という発言に対し、マスは「では私たちも主と共に死のう」と返答をしている。)
・自分の考えを曲げない／悲観的／行動力や勇気はある。
【解釈】トマスはなぜ、初めは目の前にいるのがイエスだと信じられなかったのでしょうか。

一人で考え過ぎた結果を曲げなかった、弟子の言うことを信じなかった。
【適応】あなたもトマスのように、自分の考えに拘りすぎて間違えてしまったことはありませんか。また、その時はどのようにすれば良かったと思いますか。
・イエス復活の意義とは

・十字架の意義とは何だったでしょうか。

イエスは何の力によって死に、その死はどのような意味を持っていたでしょうか。
十字架は刑罰の象徴。イエスは罪悪を背負った。
サタンの力には逆らえない

・復活は誰の力によるものでしょうか。

　また、1つ目の設問と合わせて「復活」の意味も考えてみましょう。
罪による死・サタンの力を打ち破ることで、神のいのちの力を表す。

罪や死、悪の力に支配されることはもうないのだ！
